
宣 言 日 令和　5年　2月　1日

住 所 埼玉県吉川市中井小松川69-1

県内企業等の名称 株式会社ヤマエンタープライズ

代表者役職 氏名 代表取締役　池　正淑

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

働き方改革の取り組みとしてテレワークを
推進するとともに所定外労働時間の削減
を目指す。

＜（現状値）2021年の数値＞
①テレワーク率：5％（12.2日/244日）
②平均所定外労働時間：11時間/月

＜2030年に向けた指標＞

①30％（73.2日/244日）　②７．６時間/月

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①10％（24.4日/244日）　②１０．４時間/月

女性が活躍できる環境を拡充するため雇
用促進と役職者登用を積極的に推進する
とともに、慈善団体に寄付を行う。
＜（現状値）2021年の数値＞
①女性従業員数：12%(10人/80人）
②女性管理職率：4％（3人/80人）
③寄付金額：500,000円/年

＜2030年に向けた指標＞

①40％（40人/100人）　②15％（15人/100人）　③800,000円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①20％（17人/85人）　②10％（9人/85人）　③600,000円/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2021年度比　30％削減（▲49,500枚/年）　②39,900kwh/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2021年度比　10％削減（▲16,500枚/年）　②51,300kwh/年

ＤＸ導入による電子化でペーパーレス化を
加速させ、コピー用紙の使用量を削減。節
電等により、電気使用量の削減を図る。
＜（現状値）2021年の数値＞
①コピー用紙使用枚数：165,000枚/年
②電気使用量：57,000kwh/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

私たち株式会社ヤマエンタープライズは、建設汚泥の収集運搬、中間処理により、効果的なリサイクル
活動を展開し、汚泥の再資源化における顧客満足と環境の継続的改善に社員一人一人が貢献する事
により、SDGｓの達成に取り組んで参ります。

株式会社ヤマエンタープライズ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


